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尼崎市総合計画は、施策ごとに定める分野別計画をたばねる最上位の行政計画であり、その総合
計画と分野別計画の連携を図ることがまちづくりの推進につながることから、施策間・計画間の連携
強化に向け「施策間共有ツール」を作成しました。

まちづくり構想（2013‐2022）

平成31年度向け

施策間連携ツール

４つの「ありたいまち」

３つの「まちづくりの進め方」

まちづくり基本計画（前期計画：2013‐2017 後期計画：2018‐2022）

施策別の取組（16施策）

各施策ごとに、計画期間中に行政
が取り組んでいく方向性等を記載

その推進のため分野別計画を策定
（具体的取組）

主要取組項目

各施策の背景や、本市の
置かれている状況等を踏ま
え、計画期間中に特に重点
的に取り組む項目を記載

行政運営

総合計画に基づくまちづくりの進捗管理のため、毎年度決算時期に、「施策評価」を実施して
います。分野別計画ごとの評価や無作為抽出による市民意識調査（アンケート）結果を踏まえつ
つ、目標指標の推移などから内部評価を行い、市議会での決算審査を受け、次年度の主要事業や
予算編成につなげます。

Plan

Do

Check

Action

尼崎市総合計画

施策評価

主要事業・予算編成

事務事業の実施決算審査・予算編成方針

市民意識調査・施策評価

「ありたいまち」の実現
に向け、「職員のあり方や組
織体制」、公共施設の再配置
などの方向性を記載

各分野別計画（審議会）のPDCAサイクル

後期計画から評価を開始

①人が育ち、互いに支えあうまち ②健康、安全・安心を実感できるまち
③地域の資源を活かし、活力が生まれるまち ④次の世代に、よりよい明日をつないでいくまち

（①市民主体の地域づくり ②ともに進めるまちづくり ③まちづくりを支える行政のしくみづくり）

施策間連携が重要
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方向性
基準値

（2016年度）
現在値

（2017年度）
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

目標値
（2022年度）

⤴
 （小6）
△1～△3
 （中3）
 0～△4

 （小6）
△3
 （中3）
△1～△2

※※ ※※ ※※ ※※ ※※ 全国平均以上

⤴ 24.1% 19.9% ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ 30.0%

⤴ 0
（2015年）

0
（2016年）

※※ ※※ ※※ ※※ ※※
平均寿命の増
加を上回る健康
寿命の増加

⤴ 64.0% 59.2% ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ 75.9%

⤴
240.3
万人

227.6
万人

※※ ※※ ※※ ※※ ※※ 280万人

⤴ 42.6% 34.8% ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ 66.0%

⤴ 1,114千t
（2015年度）

1,199千t
（2016年度
速報値）

※※ ※※ ※※ ※※ ※※
746千t

（2021年度）

⤴ 83.5% 79.6% ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ 90.0%

方向性
基準値

（2016年度）
現在値

（2017年度）
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

目標値
（2022年度）

⤵
△24.3
億円

△2.0
億円

※※ ※※ ※※ ※※ ※※ 収支均衡

⤵
1,590
億円

1,492
億円

※※ ※※ ※※ ※※ ※※
1,100

億円以下

「尼崎の魅力を誰かに勧めたい」「地域活動に参加したい」「地域の支え手へ感謝したい」という想いをお伺い
し、その結果を総合的に数値化したものです。

ファミリー世帯の転出超過傾向は、本市の最重要課題の１つです。その原因である教育や治安・マ
ナーの向上などに取り組み、まずはその超過世帯数の半減をめざします。

■ファミリ－世帯の転出超過数

まちの通信簿
～ひと咲き　まち咲き　あまがさき～

総合的なまちづくり

　このまちに「住み続けたい」「住んでみたい」と市内外の人に選んでもらえるよう、総合計画に掲げる４つの「ありたいまち」の実現をめざし、課題解決に向けた取組を推進するととも
に、それらを戦略的・効果的に発信し、市民のまちに対する「誇り」や「愛着」を醸成していきます。そういったまちづくりの進捗を測る指標として、「あまがさきで子どもを育てる人」の増
加と「まちのことを想い、活動する人」の増加をめざします。

あまがさきで子どもを育てる人を増やす まちのことを想い、活動する人を増やす

今後のまちづくりには、自分もまちの一員としてまちづくりに参画する人、また、その活動を伝え
る人、その活動に感謝する人を増やすことが重要です。まちに「誇り」と「愛着」を感じ、「まちのこ
とを想い、活動する人」があふれるまちをめざします。

■　市民参画指数

5歳未満の子どもがいる世帯の転出超過が本市の課題です。そのため、この指標における「ファミリー世帯」は
「5歳未満の子どもがいる世帯」としています。

② 市民の健康と就労を支援する　～「健康、安全・安心を実感できるまち」に向けて～

４つの「ありたいまち」に向けた主要取組項目

観点 説明

① 人の育ちと活動を支援する　～「人が育ち、互いに支えあうまち」に向けて～

子どもたちの学力を
伸ばしたい

家庭学習の習慣化などに取り組み、全国学力・学習状況調査に
おける平均正答率の全国との比較において、あまがさきの子ども
の学力が全国平均を超えることをめざします。

地域活動を活発にしたい

市民等の主体的な学習や活動を支援することで市民等がさまざ
まな地域の活動に参加し、身近な地域の魅力を高めていくこと
（市民意識調査で「地域活動に参加している」と回答する割合）を
めざします。

健康寿命を延ばしたい

生活習慣病予防などに取り組み、市民が自立して日常生活を送
れる期間（健康寿命）の延伸をめざします。
【平均寿命　男性79.35歳　女性86.15】
【健康寿命　男性77.68歳　女性82.68】

「生きがい」を持って暮らす
高齢者を増やしたい

介護予防などの取組により、身体の健康維持に加え、「生きがい」
を持ち社会とのかかわりを持って生活する高齢者（市民意識調査
で「生きがいを感じることがある」と回答する割合）を増やします。

③ 産業活力とまちの魅力を高める　～「地域の資源を活かし、活力がうまれるまち」に向けて～

まちに訪れる人を
増やしたい

尼崎城再建を契機にした、地域一体となった「観光地域づくり」の
取組により、イベントや観光等でまちに訪れる人を増やします。

まちのイメージを
良くしたい

戦略的にまちの魅力を発信し、都市のイメージ向上（市民意識調
査で「尼崎市のイメージが良くなった」と回答する割合）を増やしま
す。

④ まちの持続可能性を高める　～「次の世代に、よりよい明日をつないでいくまち」に向けて～

二酸化炭素排出量を
減らしたい

公共交通機関の積極利用やごみの削減など、誰もが実施できる
取組の推進により、市内の二酸化炭素の排出量（民生家庭・業務
部門）を減らします。

快適に暮らせるまちに
したい

安心して暮らせる住環境の確保に取り組み、暮らしやすいと実感
している人（市民意識調査で「現在の住環境が暮らしやすい」と回
答する割合）を増やします。

借金を減らせている
必要な未来への投資と将来の負担のバランスを取りながら、着実
に将来負担の抑制を進めます。

財政状況

観点 説明

持続可能な行財政基盤の確立

収支を黒字にできている
市の貯金である基金を取り崩すことなく毎年度収支均衡を確保で
きるよう、更なる構造改善に取り組みます。

方向性
基準値

（2014年）
2015年 2016年

現在地
（2017年）

2018年 2019年
目標値

（2019年）

⤴ 382世帯 406世帯 311世帯 272世帯 ※※ ※※ 191世帯

方向性
基準値・現在値

（2017年度）
2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

目標値
（2022年度）

⤴ 39.0 ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ 50.6
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平成30年中の本市の人口の年間増減数は、442人と、平成21年以来９年ぶりの増加となりまし
た。少子化・高齢化の進展により、自然動態（出生数－死亡数）は1,258人の減少となりましたが、
社会動態（転入者数－転出者数）が３年連続で転入超過となり、30年は1,700人と自然動
態の減少を上回る大幅な増加となったことがその要因となっています。
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特に、30年はこれまでから社会動態が増加傾向であった中央地区（阪神尼崎駅）、小田地区（JR
尼崎駅）、平成28年から増加傾向にある園田地区（JR塚口駅）だけでなく、全地区において社会
動態が増加に転じており、３年連続で増加が続いていることと併せて、この傾向は一過性のもの
ではなく、学力や環境、治安などの⾧年の総合的な取組の結果、本市の阪神間における「居住
地」としての相対的価値が向上してきているものと分析しています。

３年連続の社会増
は50年ぶり！！

全地区で社会増

施策評価結果（通信簿）を踏まえた、今後本市が重点的に取り組むべき施策

①ファミリー世帯の転出超過数はまだ目標の半減に達していない etc.

②「まちのイメージが良くなった」と感じる人の減少 etc.

③「地域活動に参加している」人の減少 etc. 

（人）

（人）

子育て施策

教育施策

観光地域づくり

地域力を支える体制づくり
まちのことを想い、活動する人を増やすあまがさきで子ども育てる人を増やす

住宅施策

施策評価結果（通信簿）を踏まえた、今後本市が重点的に取り組む施策



本当に住みやすい街大賞１位！

３年連続 転入超過！

推計人口９年ぶりに増加！

住宅ローン専業大手の ARUHI 主催の「本当に住みやすい街大賞２０１８in
関西」において１位に選ばれました！
交通の利便性や買い物のしやすさなど、さらに発展していくまちとして、
注目されています！

子どもと子育て家庭から
の相談をワンストップで
受ける総合相談窓口を開
設します。

子どもと子育て家庭から
の相談をワンストップで
受ける総合相談窓口を開
設します。

子ども・子育て総合相談

児童生徒の多様な状況に対応し、
サポートします。
児童生徒の多様な状況に対応し、
サポートします。

教育相談・不登校支援

児童専門のケースワーカー
による寄り添い支援を実施
します。

児童専門のケースワーカー
による寄り添い支援を実施
します。

家庭児童相談支援

子育て施策
～安心して子どもを産み育てられるまちへ～

未就学児（１～６歳児）の
所得制限を撤廃して、医療
費の助成を拡充！

未就学児（１～６歳児）の
所得制限を撤廃して、医療
費の助成を拡充！

子どもの医療費を軽減

地域の支えあいによる子育て支援
市役所本庁北館２階の「こども総合案内窓口」とも連
携して、パワーアップ！

地域の支えあいによる子育て支援
市役所本庁北館２階の「こども総合案内窓口」とも連
携して、パワーアップ！

ファミリーサポートセンターを本庁に設置

待機児童ゼロに向け、保育施設や児童ホー
ムの整備を進めています！
待機児童ゼロに向け、保育施設や児童ホー
ムの整備を進めています！

待機児童ゼロに向けた取組進行中！

保育士の奨学金返済を支援
市内の保育施設等に就職した方に費用

の一部を補助します！

保育士の奨学金返済を支援
市内の保育施設等に就職した方に費用

の一部を補助します！

保育士確保策の強化

発達に課題を抱える子どもの相談
に対応し、発達検査や診察を通し
て支援します。

発達に課題を抱える子どもの相談
に対応し、発達検査や診察を通し
て支援します。

発達相談支援
プラザ内にはあまぽーと・
アマブラリ（ユース交流セ
ンター）も開設！

プラザ内にはあまぽーと・
アマブラリ（ユース交流セ
ンター）も開設！

青少年の居場所いくしあ
（子どもの育ち支援センター）
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地域力を支える体制づくり
～ともにまちづくりを進めます～

観光地域づくり
～まちの魅力を、まちの活力に～

尼崎城を中心に据えた観光地域づく

りを推進します。
尼崎城を中心に据えた観光地域づく

りを推進します。

観光のまちへ生まれ変わります！

・原則として小学校区（41校）に1人の
地域担当職員を配置！
・学びと活動を支える生涯学習プラザを拠
点とし、防災や子育て支援など地域主体の
課題解決等の取組を支援します。

・原則として小学校区（41校）に1人の
地域担当職員を配置！
・学びと活動を支える生涯学習プラザを拠
点とし、防災や子育て支援など地域主体の
課題解決等の取組を支援します。

地域を支える新たな体制づくり

学校と地域が連携して、地域ぐるみで子ど
もたちの成長を支えます。
学校と地域が連携して、地域ぐるみで子ど
もたちの成長を支えます。

コーディネーターが学校と地域をマッチング！

広がる、地域ぐるみの教育！

歴史館機能（博物館）の整備が進
んでいます。
歴史館機能（博物館）の整備が進
んでいます。

まちの歴史に触れよう！

さらなる学力向上を目指して
・授業における同室複数指導
・ICTを活用したより分かりやすい授業
・夏休み中に民間教育事業者による勉強会
・科学的根拠のある指導「多層指導モデルMIM」

などを実施し、全国平均の壁を突破します！

さらなる学力向上を目指して
・授業における同室複数指導
・ICTを活用したより分かりやすい授業
・夏休み中に民間教育事業者による勉強会
・科学的根拠のある指導「多層指導モデルMIM」

などを実施し、全国平均の壁を突破します！

全国学力平均の壁突破へ！
一人ひとりの可能性を伸ばそう！
・英語力を高めたい子どもをサポート
・夢のある理数教育で創造力アップ
・公立高校で民間企業とコラボした課題解決型
学習にチャレンジ！

一人ひとりの可能性を伸ばそう！
・英語力を高めたい子どもをサポート
・夢のある理数教育で創造力アップ
・公立高校で民間企業とコラボした課題解決型
学習にチャレンジ！

子どものやる気を応援！

スクール・サポート・スタッフを配置
教員の負担を軽減し、子どもと向き合う時間を増やします。
（平成31年10月より全小学校及び特別支援学校で実施）

スクール・サポート・スタッフを配置
教員の負担を軽減し、子どもと向き合う時間を増やします。
（平成31年10月より全小学校及び特別支援学校で実施）

子どもと向き合う時間を大切にします

教育施策
～子どもたちの確かな学力向上を目指して～

平成34年1月からの実施に向け、準備中！平成34年1月からの実施に向け、準備中！

中学校給食実施を前倒し！

阪神間初！

近畿圏中核市
初の取組！

平成32年秋ごろ
オープン予定！
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各施策のトピックスおよび分野別計画の動き

New！

Master

改定着手

改 定

総合計画に定める16施策及び行政運営における、施策を横断して共有すべき「トピックス」とと
もに、各施策で定める分野別計画のうち、その中心となる計画（マスタープラン）及び平成30・31
年度に改訂済もしくは改定を行うものについて、その概要を掲載しています。

各施策における基本計画

施策の推進に向け新たに策定した計画

平成30年度に改定した計画

現在改定に向けて作業中の計画
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▶尼崎市総合計画（ID:1008129）▶施策評価（ID:1013206）▶主要取組項目（ID:1002117）
トップページ 表示市報ID検索 に下記IDを入力し、表示を押してください

尼崎市総合計画などについて詳しくは、尼崎市役所ホームページをご覧ください。


